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1/2号機排気筒については，4月2日に福島第一原子力発電所構外での実証試験を完了し，
4月13日，18日に，解体前調査として，筒身内部及び周辺の雰囲気線量測定やカメラに
よる内部状況の撮影を行った。

5月9日に解体工事に使用予定であったクレーンの修理が完了したことから，５月11日に
解体装置が最頂部に設置可能か確認(以下，揚程確認とする)を行ったところ，計画時の吊
り代※と実際の吊り代に差異があり，クレーンの吊り上げ可能高さを伸ばす必要があると
判断した。
※クレーンのフックから排気筒頂部までの距離

吊り代の差異を踏まえ，6月5日からクレーン吊り上げ可能高さ確保対策のひとつとして
路盤整備工事を実施。（7月10日完了）

整備を行った路盤上でクレーンの高さ確認を行い，解体装置を排気筒直上に設置可能であ
ることを確認。（7月18日）

最終動作確認を7月22日から開始し，８月上旬より排気筒解体工事に着手する計画。

最終動作確認では，筒身解体装置及び鉄塔解体装置の動作確認や通信状態の確認，作業手

順の確認等を行う。

１．概要
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排気筒にクレーンを近づけて吊り上げ可能高さを確保するために,路盤整備作業を計画した。

7/10に路盤整備が完了し，計画位置にクレーンが設置可能であることを確認した。

なお，サブドレン208は路盤整備に伴い7/8より一時運転を休止している。(8月末復旧予定)

＜路盤整備前＞ ＜路盤整備後＞

①砕石敷き込み ②整地 ④敷鉄板設置③補強鋼材設置

２．路盤整備作業
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7/18に，整備を行った路盤上でクレーンの揚程確認を実施し，１／２号排気筒直上に解
体装置が設置可能であることを確認した。

３．クレーン高さ確認

クレーン高さ確認の作業状況
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４．工程

7月22日より最終動作確認を行い，8月上旬より排気筒解体開始予定。
解体作業においては，周辺環境への影響を確認しながら，2019年度内の排気筒解体完了に向
けて，安全最優先で作業を進めていく。

排気筒解体工事 工程表

7月 8月

解体
工事

路盤
整備
他

鉄塔解体装置総合動作確認 7/4~7/11

資機材搬入、架台移動・固定

▼排気筒解体開始

▼リミットスイッチワイヤ交換 7/1

クレーン移動、揚程確認 ～7/18

▼レスキューボックス揚程確認 7/8

▼7/8～8月末 ｻﾌﾞﾄﾞﾚﾝﾋﾟｯﾄNo208停止

最終動作確認※

▼飛散防止剤散布 7/24

路盤整備工事 ～7/10

※最終動作確認において、不具合等が確認された場合、排気筒解体開始が遅れる可能性あり


